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文
学
倫
理
学
批
評
は
、
西
洋
の
倫
理
批
評
と
中
国
の
道
徳
批
評
を
参
考

に
し
て
提
唱
さ
れ
た
文
学
批
評
理
論
お
よ
び
方
法
で
あ
る
が
、
西
洋
の
倫

理
批
評
と
異
な
る
点
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
る

。
文
学
批
評
の
方
法
と

(1)

し
て
の
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
倫
理
的
観
点
か
ら
、
文
学
の
倫
理
的
性
質

と
教
育
的
機
能
を
強
調
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
文
学
作
品
に
描
か
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
文
学
倫
理
学
批

評
は
、
倫
理
選
択

を
基
礎
理
論
と
し
た
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
と
い

(2)

う
先
駆
的
な
概
念
を
提
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
倫
理
学
、
心
理
学
、
哲
学
、

言
語
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
、
人
類
学
お
よ
び
自
然
科
学
（
生
命
科
学
、
脳

科
学
な
ど
）
の
研
究
成
果
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
倫
理
身
分
（ethicalidentity

）
、

倫
理
選
択
（ethicalchoice/ethicalselection

）
、
倫
理
環
境
（ethicalenvironm

ent
）
、

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
（Sphinx

factor

）
、
自
由
意
志
（free

w
ill

）
、

理
性
意
志
（rational

w
ill

）
、
倫
理
タ
ブ
ー
（ethical

taboo

）
な
ど
の
用
語
を

中
心
に
、
自
ら
の
理
論
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
言
語
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

倫
理
身
分
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
中
心
的
な
用
語
の
一
つ
で
あ
り
、

西
洋
の
形
而
上
学
的
な
哲
学
の
伝
統
に
お
け
る
「
人
格
の
同
一
性
」
や
、

西
洋
の
文
化
研
究
に
お
け
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
な
ど
の
概
念
と
異

時
代
に
お
け
る

A
I

文
学
倫
理
学
批
評

―
倫
理
身
分
を
視
点
と
し
て

―
任

潔

R
E

N
J

i
e

な
っ
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
の
理
論
的
枠
組
み
の
中
で
、
倫
理
身
分

に
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
①
倫
理
身

分
は
社
会
に
お
け
る
個
人
の
存
在
を
識
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
身
分
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る
責
任
と
義
務
を
指
す
。
②
倫
理
身
分
は
そ
の
起
源
か
ら

見
る
と
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
生
ま
れ
つ
き
の
、
血

縁
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
血
縁
身
分
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
後
天
的
な
も

の
で
、
例
え
ば
夫
と
妻
の
身
分
な
ど
で
あ
る
。
③
根
本
的
に
い
え
ば
、
人

間
の
身
分
は
倫
理
選
択
の
結
果
で
あ
る
。
自
然
選
択

は
〈
人
間
〉
と
い

(3)

う
形
式
上
の
問
題
を
解
決
し
、
形
式
か
ら
人
間
を
獣
か
ら
区
別
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
責
任
、
義
務
、
道
徳
の
観
点
か
ら
人
間

の
身
分
を
確
認

す
る
も
の
で
も
あ
る
。
④
倫
理
身
分
は
、
倫
理
的
秩
序
を
維
持
す
る
た
め

の
基
礎
で
あ
る
ほ
か
、
倫
理
選
択
の
前
提
お
よ
び
基
本
を
な
し
て
お
り
、

倫
理
選
択
の
結
果
で
も
あ
る
。
身
分
は
、
選
択
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
が
、

選
択
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

一
、「W

ho
am

I

」
か
ら
「I

am
hum

an

」
へ

「
私
と
は
何
者
か
」
と
い
う
問
い
は
、
西
洋
哲
学
の
分
野
に
お
い
て
古

く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
命
題
で
あ
る
。
人
格
の
同
一
性
に
関
す
る
西
洋

の
哲
学
的
議
論
で
は
、
形
而
上
学
的
な
動
機
か
ら
、
主
に
①
時
間
の
経
過

と
と
も
に
進
化
や
変
化
を
遂
げ
た
も
の
は
、
そ
の
同
一
性
を
維
持
で
き
る

か
、
②
変
化
す
る
も
の
や
連
続
的
で
な
い
も
の
も
、
時
間
を
超
え
て
そ
の

同
一
性
を
持
ち
得
る
か
、
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た

。
二
十
世
紀
末

(4)
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以
降
、
特
に
近
年
に
お
い
て
、
同
一
性
に
関
す
る
哲
学
的
研
究
は
、
価
値

論
、
規
範
性
、
人
生
哲
学
の
動
機
と
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
間
の

生
の
意
味
や
道
徳
的
実
践
と
の
関
係
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
「
実
践
的
転
回
」
と
呼
ば
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
根
本
的
な
問
い
は
依
然
と
し
て
、
人
間
が
時
間
と
い
う
次
元
に
お
い

て
、
持
続
性
と
同
一
性
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
「
私
と
は
何
者
か
」
と
い
う
古
い
命
題
へ
の
探
求
に
あ
た

り
、
西
洋
哲
学
の
系
譜
は
今
で
も
、
同
一
性
の
視
点
か
ら
抜
け
出
し
て
い

な
い
と
言
え
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
で
も
、
「
私
と
は
何
者
か
」
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
本
質
主
義
、
合
理
性
、
記
憶
な
ど
に
基
づ

い
て
答
え
よ
う
と
す
る
諸
主
張
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

「
私
と
は
何
者
か
」
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
「
私
」
と
い
う
主
体
に
焦

点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は
、
文
学
倫
理
学
批

評
の
主
張
で
あ
る
。「
私
と
は
何
者
か
」
と
い
う
問
い
よ
り
も
前
に
、「
私

は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
条
件
が
予
め
設
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。「
人
間
」
は
人
間
の
第
一
身
分
で
あ
り
、「
人
間
」
と
い
う
身
分
を
獲

得
し
て
初
め
て
、
人
々
は
身
分
の
問
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
は
じ
め
る
か

ら
で
あ
る
。「
私
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
証
明
す
る
た
め
に
、

ま
ず
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
文
明
の
発
展
の
中
で
、
人
間
は
自
ら
を
獣
と
比
較
し
な
が
ら
、「
人

間
と
は
何
か
」
を
形
式
と
本
質
の
両
面
か
ら
判
断
し
て
き
た
。
文
学
倫
理

学
批
評
は
、「
自
然
選
択
」
と
「
倫
理
選
択
」
の
概
念
を
提
示
し
、
人
間

の
形
式
と
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

「
自
然
淘
汰
」
は
、
生
物
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が

提
唱
し
た
理
論
で
あ
り
、
生
存
競
争
に
お
け
る
適
者
生
存
の
自
然
現
象
を

指
す
。
一
方
、
文
学
倫
理
学
批
評
が
論
じ
る
自
然
淘
汰
（
＝
自
然
選
択
）
や

進
化
は
、
生
物
界
全
体
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
と
い
う
生
物
の

進
化
に
の
み
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
場
合
、
進
化
の
目
的
は
〈
人

間
〉
と
い
う
形
式
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
動
物

と
形
式
的
に
区
別
さ
れ
る
。
進
化
の
最
終
形
態
（
例
え
ば
、
顔
の
特
徴
、
四
肢

の
機
能
、
発
声
器
官
の
発
達
な
ど
）
は
予
め
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自

然
淘
汰
の
結
果
で
あ
る
。
類
人
猿
か
ら
人
間
へ
の
移
行
は
、
進
化
の
過
程

で
人
間
が
行
っ
た
最
初
の
選
択
、
す
な
わ
ち
「
自
然
選
択
」
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
自
然
選
択
は
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
、
す
な
わ

ち
人
間
と
他
の
動
物
と
の
本
質
的
な
違
い
を
根
本
的
に
解
決
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
然
選
択
が
完
了
し
た
後
も
、
人
間
に
は
第
二
の

選
択
、
す
な
わ
ち
「
倫
理
選
択
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
倫
理
選
択
に
よ

っ
て
初
め
て
、
人
間
は
他
の
動
物
と
本
質
的
に
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
倫
理
選
択
」
の
概
念
は
、「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
根
本
か

ら
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
と
他
の
動
物
と
の
本
質
的
な
違

い
は
、人
間
が
倫
理
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
主
張
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
神
話
で
は
、
人
間
は
人
の
顔
を
す
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
と

し
て
描
か
れ
、
中
国
の
古
代
神
話
で
は
、
人
間
は
人
の
顔
と
蛇
の
体
を
持

つ
女媧

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
古
代
人
は
人
間
の
基
本
的
な
特
徴
に
つ

い
て
、
「
人
間
は
半
人
半
獣
で
あ
る
」
つ
ま
り
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク

タ
ー
で
あ
る
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
倫
理
選
択
な
ど
の
概
念
と
同
様
、
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文
学
倫
理
学
批
評
に
お
け
る
重
要
な
用
語
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ

ク
タ
ー
（hum

an
factor

）
と
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
（anim

al
factor

）

に
(5)

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
に
よ
り
、

自
然
選
択
を
終
え
た
人
間
は
、
「
人
間
で
あ
る
か
獣
で
あ
る
か
」
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
常
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
選
択
こ
そ
倫

理
選
択
な
の
で
あ
る
。
人
間
に
な
り
た
い
衝
動
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク

タ
ー
か
ら
生
じ
、
動
物
に
な
り
た
い
衝
動
は
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
か

ら
生
じ
る
。
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
古
代
の
類
人
猿
が
人
間
に
進

化
し
た
後
の
動
物
性
の
残
留
で
あ
り
、
「
動
物
に
な
る
」
と
い
う
意
志
は

人
間
の
本
能
的
な
反
応
で
あ
る
。
一
方
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は

合
理
的
な
意
志
に
変
化
し
て
人
に
作
用
し
、
人
を
人
間
ら
し
く
導
く
力
と

な
る
。
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ

て
抑
制
さ
れ
る
と
き
、
人
間
は
正
し
い
倫
理
選
択
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
自
覚
的
な
人
間
と
な
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
通
り
、文
学
倫
理
学
批
評
の
理
論
的
枠
組
み
の
中
で
、

「
私
と
は
何
者
か
」
つ
ま
り
身
分
へ
の
問
い
か
け
は
、
実
際
に
は
「
人
間

と
は
何
か
」「
私
は
人
間
な
の
か
」「
人
間
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
」（H

ow

to
Be

H
um

an

）
な
ど
、
一
連
の
質
問
に
関
係
し
て
い
る
。
意
識
の
面
で
は
、

人
間
は
形
式
と
本
質
の
両
方
で
自
分
と
他
の
動
物
の
違
い
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
、
実
践
の
面
で
は
、
人
間
は
ま
ず
自
然
選
択
を
通
し
て
類
人
猿

か
ら
人
間
へ
の
進
化
を
受
け
入
れ
て
、
人
間
の
本
質
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
〈
人
間
〉
と
い
う
第
一
の
身
分
を
獲
得
す
る
に
は
、
人
間
は
誕
生

か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
長
い
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
こ
そ
、

「
人
生
」
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

二
、
倫
理
身
分
の
構
築
・
脱
構
築
と
倫
理
選
択

人
間
は
自
然
選
択
に
よ
っ
て
第
一
の
身
分
を
形
式
的
に
獲
得
し
、
倫
理

選
択
に
よ
っ
て
そ
れ
を
倫
理
的
に
獲
得
す
る
。
倫
理
選
択
の
段
階
に
い
る

人
間
は
、
血
縁
に
基
づ
く
身
分
、
倫
理
関
係
に
基
づ
く
身
分
、
道
徳
規
範

に
基
づ
く
身
分
、
集
団
的
お
よ
び
社
会
的
関
係
に
基
づ
く
身
分
、
職
業
に

基
づ
く
身
分
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
的
な
身
分
を
持
っ
て
い
る
。
人
間

は
常
に
一
定
の
倫
理
環
境
の
中
で
生
き
て
お
り
、
そ
の
倫
理
環
境
は
身
分

に
強
い
影
響
を
与
え
る
た
め
、
人
間
の
身
分
は
本
質
的
に
は
倫
理
身
分
と

も
言
え
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
は
身
分
の
倫
理
性
を
重
視
し
、
社
会
と
倫

理
を
基
準
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
身
分
主
体
の
位
置
や
、
身
分
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
責
任
と
義
務
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

る
。文

学
倫
理
学
批
評
は
、
倫
理
身
分
は
社
会
・
歴
史
の
発
展
の
客
観
的
な

産
物
で
あ
り
、
人
間
の
意
志
か
ら
独
立
し
て
客
観
的
属
性
を
持
っ
て
い
る

と
主
張
す
る
。
身
分
は
あ
る
意
味
で
規
範
で
も
あ
り
、
人
々
に
行
動
の
理

由
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
責
任
と
義
務
を
規
定
し
て
も
い
る
。
こ
の
客

観
性
は
、
倫
理
秩
序
が
維
持
で
き
る
基
本
的
な
条
件
で
あ
る
。
あ
る
身
分

を
獲
得
す
る
と
、
人
間
は
そ
の
身
分
と
対
応
す
る
責
任
や
義
務
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
責
任
や
義
務
は
、
倫
理
秩
序
や
伝
統
に
よ
っ
て

制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
個
人
の
意
志
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
も
、
個
人

の
感
情
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
初
期
の
人
間
社
会

の
倫
理
タ
ブ
ー
は
、人
間
の
合
理
的
意
識
に
よ
る
最
小
限
の
道
徳
で
あ
る
。
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自
分
の
倫
理
身
分
を
認
め
な
く
て
も
、
個
人
は
身
分
に
基
づ
い
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倫
理
身
分
を
無
視
し
て
行
動
す
る
と
タ
ブ
ー
違
反

と
見
な
さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
人
間
は
身
分
な

し
で
は
存
在
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
で
は
、
倫
理
身
分
の
主
観
的
属
性
も
強
調
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
倫
理
身
分
は
個
人
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
個
人
が
倫

理
身
分
に
応
じ
て
行
動
す
る
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
意
志
に
よ
る
自
律
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
自
律
は
理
性
か
ら
生
ま
れ
、
理
性
的
意
志
に
外
化
さ

れ
る
。
理
性
的
意
志
は
倫
理
規
範
を
基
準
と
し
て
自
由
意
志
を
制
約
し
、

個
人
に
倫
理
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
倫
理
選
択
を
さ
せ
る
。
理
性
を
得
る
た

め
の
基
本
的
な
方
法
と
し
て
、
倫
理
的
教
誨
（ethical

teaching

）
が
必
要
と

な
る
。
そ
し
て
教
誨
を
得
る
た
め
の
基
本
的
な
手
段
は
文
学
で
あ
る
。
つ

ぎ
に
、人
間
は
身
分
の
主
体
と
し
て
倫
理
身
分
を
認
識
し
、そ
れ
を
構
築
・

脱
構
築
す
る
主
観
的
能
動
性
を
持
っ
て
い
る
。
個
人
が
自
ら
の
身
分
を
認

め
れ
ば
、
倫
理
タ
ブ
ー
は
、
理
性
化
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
倫
理
規
範
に

従
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
も
し
個
人
が
、
あ
る
倫
理
身
分
を
持
っ
て
い

な
い
が
そ
れ
を
認
め
て
い
る
場
合
、
能
動
的
に
そ
の
身
分
を
獲
得
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
逆
の
場
合
、
そ
の
身
分
を
能
動
的
に
構
築
し
な
い
か
、

す
で
に
持
っ
て
い
る
身
分
を
脱
構
築
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

人
間
は
倫
理
身
分
を
構
築
し
あ
る
い
は
脱
構
築
し
よ
う
と
す
る
能
動
性

を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
能
動
的
な
構
築
や
脱
構
築
が
必
ず
し
も
成
功
を

目
指
す
わ
け
で
は
な
い
し
、
構
築
・
脱
構
築
さ
れ
た
身
分
が
必
ず
し
も
合

理
的
身
分
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
身
分
の
構
築
も
脱
構
築

も
、
具
体
的
な
倫
理
選
択
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
身
分
が
合

理
的
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
人
が
合
理
的
な
倫
理
選

択
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
倫
理

選
択
に
は
必
ず
意
志
が
関
与
し
て
お
り
、
こ
れ
も
倫
理
身
分
の
主
観
的
性

質
を
証
明
し
て
い
る
。
社
会
生
活
は
複
雑
で
多
面
的
で
あ
り
、
人
間
は
常

に
複
数
の
倫
理
関
係
に
あ
っ
て
、
複
数
の
倫
理
身
分
を
持
っ
て
い
る
。
身

分
の
構
築
と
脱
構
築
は
、
倫
理
的
問
題
（
た
と
え
ば
倫
理
的
ジ
レ
ン
マ
や
倫
理

的
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
な
ど
）
を
解
決
す
る
重
要
な
手
段
に
も
、
新
た
な
倫
理
的

問
題
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
る
。

三
、
人
物
・
作
家
・
読
者
の
倫
理
身
分

人
間
社
会
に
お
け
る
倫
理
問
題
は
、ほ
と
ん
ど
身
分
と
関
係
し
て
い
る
。

そ
れ
と
同
様
に
、
中
国
文
学
と
日
本
文
学
を
含
む
世
界
文
学
に
お
け
る
倫

理
的
問
題
も
、
登
場
人
物
の
身
分
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
倫
理
身
分

の
変
化
は
、
倫
理
混
乱
（ethicalconfusion

）
や
秩
序
の
再
構
築
（reconstruction

ofethicalorder

）
な
ど
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
は
、

作
品
に
お
け
る
人
物
の
倫
理
身
分
と
そ
の
分
析
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

身
分
の
所
有
者
が
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
行
動
を
規
制
し
、
ど
の
よ
う
に
な

倫
理
選
択
に
よ
っ
て
身
分
を
獲
得
あ
る
い
は
変
更
す
る
か
を
分
析
す
る
。

人
物
の
身
分
に
対
す
る
分
析
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
全
面
的
に

人
物
の
倫
理
選
択
の
契
機
、
過
程
と
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
文

学
か
ら
倫
理
的
啓
示
な
ど
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
は
倫
理
的
観
点
か
ら
、
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
の

身
分
を
考
察
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
倫
理
身
分
の
観
点
か
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ら
、〈
作
者
／
書
く
こ
と
〉〈
読
者
／
読
む
こ
と
（
あ
る
い
は
批
評
す
る
こ
と
）
〉

の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
い
る
。
作
者
に
は
作
者
と
し
て

の
身
分
＝
「
作
者
身
分
」
が
あ
り
、
読
者
に
は
読
者
と
し
て
の
身
分
＝
「
読

者
身
分
」
が
あ
る
。
特
定
の
倫
理
的
環
境
に
お
い
て
は
、
作
者
の
「
作
者

身
分
」
と
読
者
の
「
読
者
身
分
」
が
、
彼
ら
の
持
ち
得
る
権
力
と
果
た
す

べ
き
責
任
・
義
務
を
制
限
し
て
い
る
。
作
者
に
は
創
作
・
虚
構
の
自
由
が

あ
り
、
読
者
に
は
読
書
・
批
評
の
自
由
が
あ
る
が
、
そ
の
創
作
活
動
も
読

書
（
批
評
）
活
動
も
、
「
作
者
」
「
読
者
」
の
身
分
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る

倫
理
規
範
に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
人
間
社
会
に
生
き
て
い

る
作
者
と
読
者
は
、
他
の
身
分
も
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
身
分
は
、「
作

者
」「
読
者
」
の
身
分
と
相
互
作
用
し
、
作
者
の
創
作
活
動
や
読
者
の
読

書
（
批
評
）
活
動
に
影
響
を
与
え
る
。
作
者
の
身
分
と
作
者
の
創
作
活
動

と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
は
主
に
、
①
作
者
の
身
分
に

対
す
る
認
識
・
選
択
・
構
築
・
脱
構
築
と
作
者
の
倫
理
意
識
・
道
徳
立
場

と
の
関
係
、
②
作
者
の
倫
理
身
分
が
作
品
に
お
け
る
倫
理
的
描
写
や
登
場

人
物
の
造
形
に
与
え
る
影
響
、
③
作
家
の
倫
理
身
分
と
作
品
に
表
現
さ
れ

る
倫
理
的
傾
向
と
の
関
係
、
な
ど
の
問
題
に
注
目
し
て
い
る
。
読
者
の
身

分
と
読
者
の
読
書
活
動
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
は
主

に
、
①
読
者
の
身
分
に
対
す
る
認
識
・
選
択
・
構
築
・
脱
構
築
と
読
者
の

倫
理
概
念
・
道
徳
立
場
と
の
関
係
、
②
読
者
の
倫
理
身
分
が
読
書
活
動
に

与
え
る
影
響
、
③
読
者
の
倫
理
身
分
と
作
品
の
倫
理
的
意
義
の
構
築
、
な

ど
に
注
目
し
て
い
る
。

作
者
も
読
者
も
必
ず
倫
理
身
分
を
持
っ
て
い
る
。
作
者
が
創
作
に
着
手

す
る
前
に
、
あ
る
い
は
読
者
が
読
書
（
批
評
）
に
着
手
す
る
前
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
倫
理
的
立
場
は
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
創
作
は
読
者
や
作
品
に
対
す
る
「
支
配
」
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
読
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
読
書
（
批
評
）
が
作
者
や
作
品
に

対
す
る
「
支
配
」
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
創
作
に
せ
よ

読
書
（
批
評
）
に
せ
よ
、
そ
れ
に
先
立
つ
作
者
・
読
者
の
主
観
あ
る
い
は

先
入
観
の
完
全
排
除
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
倫
理
身
分
か
ら
生
じ

た
倫
理
的
立
場
こ
そ
、
文
学
創
作
と
読
書
（
批
評
）
に
不
可
欠
な
、
合
理

的
な
前
提
条
件
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
の
中
心
は
、
い
か
に

作
者
・
読
者
の
主
観
的
立
場
を
な
く
す
か
で
は
な
く
、
そ
の
立
場
と
テ
キ

ス
ト
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
、
作
者
・
テ
キ
ス
ト
・
読
者
・
文

脈
と
い
っ
た
要
素
の
相
互
作
用
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
両
者
の
合
理
的
な

交
流
を
実
現
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
文
学
の
倫
理
的
価
値
を
い

か
に
向
上
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
教
化
的
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
か
も
、
重

要
な
問
題
と
な
る
。

近
年
、
人
工
知
能
技
術
（

）
の
急
速
な
発
展
と
と
も
に
、
新
た
な

A
I

文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

文
学
が
登
場
し
た
。

文
学
の
誕
生
は
必

A
I

A
I

然
的
に
、
文
学
の
形
式
と
内
容
、
作
者
と
作
品
、
読
書
行
為
と
メ
デ
ィ
ア
、

理
論
と
批
評
な
ど
、
文
学
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
の
再
考
や
議
論
を
引
き

起
こ
す
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
従
来
の
文
学
観
念
の
変
化
や
、
文
学
理
論
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
の
必
要
性
も
迫
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

文
学
の
登
場

A
I

に
伴
い
、

文
学
に
「
作
者
」
が
存
在
す
る
の
か
、
「
作
者
」
は
誰
に

A
I

な
る
の
か
な
ど
の
問
題
は
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
し
「
作
者
」

の
不
在
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、「
読
者
」
の
不
在
に
つ

な
が
ろ
う
。
で
は
、

文
学
の
台
頭
が
引
き
起
こ
し
た
一
連
の
問
題
、

A
I
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と
り
わ
け
作
品
の
登
場
人
物
の
身
分
、
ま
た
作
者
・
読
者
の
身
分
に
関
す

る
問
題
に
対
し
て
、
文
学
倫
理
学
批
評
は
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
の
視

座
か
ら
、
新
た
な
思
考
の
地
平
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

四
、

時
代
に
お
け
る
「
倫
理
身
分
」
へ
の
再
思
考

A
I

文
学
倫
理
学
批
評
の
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
は
、
人
間
社
会
の
発
展

を
、
自
然
選
択
か
ら
倫
理
選
択
へ
、
そ
し
て
最
終
的
に
科
学
選
択
（scientific

selection

）

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
だ
と
考
え
て
い
る

。
科
学
選
択
の
段
階
が

(6)

(7)

人
類
文
明
の
発
展
の
最
終
段
階
と
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
目
下
、
人
類

が
必
ず
倫
理
選
択
の
段
階
を
終
え
、
科
学
選
択
の
段
階
に
移
行
で
き
る
と

い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
格
的
な
科
学
選
択
の
段
階

に
入
る
前
に
、
倫
理
に
支
配
さ
れ
る
「
前
科
学
選
択
」（pre-scientific

selection

）

の
段
階
（
人
類
が
今
い
る
段
階
）
を
、
人
類
は
経
過
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

前
科
学
選
択
の
段
階
と
倫
理
選
択
の
段
階
と
の
違
い
を
示
す
事
柄
と
し

て
は
、

が
ま
す
ま
す
人
間
の
世
界
に
対
す
る
認
識
、
あ
る
い
は
世
界

A
I

を
変
革
で
き
る
実
践
活
動
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

文
学
は
、
文
学
が
前
科
学
選
択
の
段
階
ま
で
発
展
し
て
き
た
後

A
I

の
、
必
然
的
な
産
物
だ
と
言
え
る
。

時
代
に
生
き
る
文
学
者
た
ち
の

A
I

考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
伝
統
的
な
文
学
と

文
学
の
境
界
線
を
い
か
に

A
I

強
調
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
伝
統
的
な
文
学
概
念
や
文
学
理
論
の
み

に
依
拠
し
て
、

文
学
を
分
析
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
文
学
倫
理
学
批

A
I

評
は
、
特
定
の
倫
理
的
環
境
と
倫
理
的
文
脈
の
中
で
文
学
を
分
析
す
る
こ

と
を
強
調
し

、

時
代
の
文
学
批
評
に
適
用
可
能
な
理
論
体
系
と
言

(8)

A
I

説
体
系
を
構
築
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
登
場
人
物
、
作
者
、
読
者

の
身
分
に
関
す
る
認
識
を
改
め
る
こ
と
は
、
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

ま
ず
、

時
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
の
身
分
の
問
題
は
、

A
I

依
然
と
し
て
倫
理
的
諸
問
題
を
引
き
起
こ
す
主
な
原
因
で
あ
り
、
身
分
の

問
題
の
解
明
は
、
そ
の
ま
ま

時
代
の
文
学
理
解
に
つ
な
が
る
。
前
科

A
I

学
選
択
の
段
階
で
は
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
の
ど
の
段
階
よ
り
も
、
文
学
を

必
要
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
実
生
活
で
は
経
験

し
て
い
な
い
が
将
来
的
に
は
必
ず
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
倫
理
的
問
題
、

科
学
技
術
が
人
間
に
与
え
る
影
響
や
科
学
技
術
と
の
共
生
問
題
な
ど
を
考

え
る
た
め
に
、
人
類
は
文
学
の
無
限
な
可
能
性
を
用
い
て
、
倫
理
的
経
験

を
得
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
科
学
技
術
が

社
会
・
個
人
に
与
え
る
影
響
を
描
く

文
学
は
、

時
代
の
文
学
の

S
F

A
I

担
い
手
に
な
る
だ
ろ
う
。

文
学
の
登
場
人
物
を
身
分
で
分
類
す
る
と
、

S
F

「
倫
理
的
な
人
間
」（ethicalpeople

）

と
「
科
学
的
な
人
間
」（scientific

people

）

(9)

と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
有
性
生
殖
に
依
存
し
て
子
孫
を

(10)残
す
こ
と
が
多
い
が
、
後
者
は
科
学
的
な
基
準
に
基
づ
き
、
科
学
技
術
（
た

と
え
ば
遺
伝
子
技
術
）
を
用
い
て
人
間
を
複
製
・
創
造
す
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
「
科
学
に
よ
っ
て
改
造
さ
れ
た
倫
理
的
な
人
間
」
と
「
倫
理
的
意

識
を
植
え
付
け
ら
れ
た
科
学
的
な
人
間
」
な
ど
の
タ
イ
プ
も
存
在
す
る
。

科
学
的
な
人
間
の
一
部
が
「
機
械
」
で
あ
っ
て
も
、
科
学
技
術
の
進
歩
（
生

物
学
上
の
「
進
化
」
で
は
な
い
）
に
よ
っ
て
人
間
の
形
を
獲
得
で
き
る
た
め
、

形
式
上
で
は
人
間
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
彼
ら
の
多
く
は
人
間
社
会

に
存
在
し
て
い
る
（
生
き
て
い
る
）
た
め
、
倫
理
身
分
を
獲
得
す
る
可
能
性
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を
潜
め
て
い
る
。
聶
珍
釗
は
、
「
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
倫
理
的
な

問
題
は
す
べ
て
倫
理
身
分
に
関
連
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、

(11)

A

時
代
の

文
学
に
現
れ
る
〈
身
分
〉
が
引
き
起
こ
し
た
問
題
に
は
、

I

S
F

次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
「
科
学
的
な
人
間
」
は
人
間
か
、

②
「
倫
理
的
な
人
間
」
と
「
科
学
的
な
人
間
」
の
ど
ち
ら
が
世
界
を
支
配

す
る
こ
と
に
な
る
か
、
③
「
倫
理
的
な
人
間
」
と
「
科
学
的
な
人
間
」
と

の
間
に
起
こ
る
倫
理
的
混
乱
（
世
代
を
ま
た
が
る
近
親
相
姦
な
ど
）
、
④
「
倫
理

的
な
人
間
」
と
「
科
学
的
な
人
間
」
の
身
分
の
境
界
線
の
曖
昧
さ
に
よ
る

混
乱
、
で
あ
る
。

次
に
、

時
代
に
お
け
る
作
者
の
身
分
は
、
作
者
が
人
間
の
知
性
を

A
I

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
作
者
の
創
作
ま
た

は
生
成
さ
れ
る
文
学
が
、
文
学
の
教
育
的
機
能
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
で

判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

時
代
の
文
学
は
、
概
ね
「
伝
統
的
文
学
」

AI

と
「

文
学
」
と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
作
者
も
「
伝
統
的
な
意
味

A
I

で
の
作
者
」
と
「

文
学
の
作
者
」
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
「
伝

A
I

統
的
な
意
味
で
の
作
者
」
と
は
、
生
活
の
体
験
、
素
材
の
収
集
や
知
識
の

学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
文
学
を
創
作
す
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。「
A
I

文
学
の
作
者
」
と
は
、
命
あ
る
人
間
で
は
な
く
、AIG

C

（A
rtificialIntelligence

G
enerated

Content

）

の
言
語
モ
デ
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
大
規
模
な
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
の
事
前
学
習
と
そ
の
後
の
微
調
整
を
通
じ
て
、A

IG
C

は
自
然
言

語
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
処
理
す
る
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
様
々

な
タ
イ
プ
の
文
学
的
テ
キ
ス
ト
を
、
あ
た
か
も
人
間
が
書
い
た
よ
う
に
生

成
で
き
る
。A

IG
C

を
作
者
と
す
る
こ
の
見
解
は
、
人
間
と
機
械
（A

IG
C

）

の
境
界
線
を
曖
昧
に
す
る
と
い
う
懸
念
か
ら
、
疑
問
視
さ
れ
批
判
の
的
と

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、「
人
間
と
機
械
の
境
界
線
が
完
全
に
崩
れ
て
、

機
械
は
よ
り
人
間
に
近
く
、
人
間
は
よ
り
機
械
に
近
く
な
っ
た
よ
う
に
見

え
る
」

こ
の
時
代
に
お
い
て
、
文
学
の
創
作
方
法
の
更
新
は
、
文
学
研

(12)

究
者
が
作
者
の
身
分
に
関
す
る
認
識
を
更
新
す
る
こ
と
に
直
接
つ
な
が
っ

て
い
よ
う
。「
人
間
中
心
主
義
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、「
人
間
と
機
械
の

戦
い
」に
お
け
る
人
類
の
勝
利
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

果
た
し
て
成
功
で
き
る
だ
ろ
う
か
。A

IG
C

が
伝
統
的
な
意
味
で
の
作
者

に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
、
本
質
的
に
はA

IG
C

が
伝
統
的
な
意
味
で
の

作
者
に
代
わ
っ
て
、
文
学
を
創
作
す
る
機
能
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
人
間
の
機
能
が
機
械
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
前
科
学
選
択
の
段
階
に
お
い
て
も
、
文
学
の
基
本
的
な
機
能
は

依
然
と
し
て
教
誨
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
人
間
作
者
で
あ
ろ
う
と
、

機
械
作
者
で
あ
ろ
う
と
、
創
作
・
生
成
さ
れ
た
文
学
が
文
学
の
基
本
的
機

能
を
果
た
す
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
作
者
と
し
て
の
身
分
を
有
す
る
と
見

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

「
伝
統
的
な
意
味
で
の
作
者
」
と
「

文
学
の
作
者
」（A

IG
C

）
の
ほ

A
I

か
に
、「A

IG
C

の
機
能
を
部
分
的
に
利
用
し
て
創
作
を
行
う
作
者
」
と
、

「A
IG

C

の
機
能
だ
け
で
創
作
を
行
う
作
者
」
も
存
在
し
て
い
る
。
前
者

は
、人
間
の
創
作
機
能
を
部
分
的
に
機
械
に
譲
っ
た
場
合
を
指
し
て
お
り
、

A
IG

C

に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
割
合
が
、
人
間
が
創
作
し
た

テ
キ
ス
ト
の
割
合
を
上
回
ら
な
い
限
り
、
「
作
者
」
の
身
分
を
有
す
る
の

は
依
然
と
し
て
人
間
の
ほ
う
で
あ
る
。
後
者
は
、A

IG
C

そ
の
も
の
で
は

な
くA

IG
C

の
利
用
者
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。A

IG
C

の
利
用
者
に
よ

っ
て
、
生
成
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
異
な
っ
て
く
る
が
、
作
成
可
能
な
テ
キ
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ス
ト
は
、
す
べ
てA

IG
C

が
予
め
用
意
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
人
間
がA

IG
C

の
テ
キ
ス
ト
を
コ
マ
ン
ド
で
視
覚
化
し
た
に
過

ぎ
ず
、
作
者
と
し
て
の
身
分
を
持
た
な
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

最
後
に
、

文
学
に
は
「
暗
黙
の
読
者
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

A
I

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
代
の
読
者
は
、
文
学
を
生
成
す
る

A
I

者
・
読
み
手
・
批
評
家
と
い
う
三
重
の
身
分
を
持
つ
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
一
九
八
〇
年
代
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
イ
ー
ザ
ー
（W

olfgang
Iser

）

は
「
暗
黙
の
読
者
」（im

plied
reader

）
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
テ
キ
ス
ト

に
お
け
る
作
者
と
読
者
の
潜
在
的
な
対
話
、
つ
ま
り
作
者
は
常
に
読
み
手

を
想
定
し
な
が
ら
創
作
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。A

IG
C

に
よ

る
文
学
創
作
も
同
じ
で
あ
る
。
生
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
読
者
の
期
待
に

応
え
る
よ
う
に
、A

IG
C

は
予
め
、
特
定
の
既
成
ジ
ャ
ン
ル
に
基
づ
い
て

設
定
・
訓
練
さ
れ
て
あ
る
。
テ
ー
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
、
ス
タ
イ
ル
、
時
代
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
う
こ
と
で
、
詩
モ
デ
ル
、
小
説
モ
デ
ル
、

戯
曲
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、
屈
原
モ
デ
ル
、
李
白
モ
デ
ル
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
モ
デ
ル
な
ど
多
様
なA

IG
C

モ
デ
ル
が
作
れ
る
の
が
、
そ
の
具
体
例

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

文
学
の
「
読
者
」
は
創
作
の
初
期
段
階
か

A
I

ら
存
在
し
、
読
者
の
身
分
も
創
作
の
初
期
段
階
か
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
伝
統
的
な
文
学
に
あ
る
「
暗
黙
の
読
者
」
は

文
学
の

A
I

そ
れ
と
異
な
る
。
前
者
は
、
作
者
の
創
作
活
動
の
発
展
に
伴
っ
て
変
化
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
特

殊
な
事
態
が
な
い
限
り
変
化
し
な
い
。
さ
ら
に
、

時
代
の
読
者
は
読

A
I

書
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
「
伝
統
的
な
読
み
方
を
す
る
読
者
」
と
「A

IG
C

を
利
用
し
て
読
む
読
者
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。

技
術
の
発
展
と
普
及

A
I

に
伴
い
、
よ
り
多
く
の
人
々
がA

IG
C

に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
個
人
的
な
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
文
学
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
読
書
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
文
学
を
、
創
造
さ

れ
た
文
学
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

技
術
を
使
っ

A
I

て
文
学
を
生
成
す
る
読
者
は
単
な
る
生
成
者
で
あ
り
、
文
学
の
作
者
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る

そ
の
ほ
か
、
読
者
に
は
、
少
数
の
プ
ロ
の
読
者
す
な
わ
ち
批
評
家
も
含

ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
はA

IG
C

文
学
批
評
モ
デ
ル
を
用
い
て
文
学
作
品
の

規
則
、
パ
タ
ー
ン
、
構
造
を
分
析
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
検
索
に
お
け
る
文

学
の
「
遠
読
」（distantreading

）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
ま
と
め

本
論
は
、
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
に
お
け
る
最
も
重
要
な
用
語
で
あ

る
「
倫
理
身
分
」
と
、
そ
れ
を
日
本
の

文
学
研
究
に
用
い
る
可
能
性

S
F

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
人
類
の
自
己
探
求
の
源
流
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
の
デ
ル
フ
ィ
に
あ
る
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
は
「
汝
自
身
を
知
れ
」（know

yourself

）
と
い
う
意
味
深
い
格
言
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
人
間
が
自
己
を
真
に
理
解
し
な
け
れ
ば
世
界
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
も
、「
自

己
理
解
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
は
倫
理
身
分

を
中
心
と
し
つ
つ
、
倫
理
環
境
、
倫
理
タ
ブ
ー
、
倫
理
選
択
と
い
っ
た
用

語
を
垂
直
方
向
に
、
身
分
構
築
や
身
分
脱
構
築
な
ど
の
用
語
を
水
平
方
向

に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
体
的
な
理
論
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を
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目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
今
ま
で
の
文
学
理
論
が
、

時
代
に
お
け
る
文
学
創
作
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
鋭
く

AI捉
え
て
い
る
。

時
代
の
作
家
・
読
者
と
登
場
人
物
の
倫
理
身
分
に
着

A
I

目
し
、
科
学
的
原
理
と
技
術
的
な
分
析
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
文
学

倫
理
学
批
評
は
、

時
代
に
も
適
用
可
能
な
文
学
批
評
の
理
論
体
系
と

A
I

言
説
体
系
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
文
学
史
上
の
代
表
的
な
作
品
に
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
倫
理

的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
学
倫
理
学
批

(13)

評
を
用
い
て
日
本
文
学
を
分
析
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

特
に
、
敗
戦
か
ら
の
復
興
、
冷
戦
、
社
会
主
義
の
崩
壊
や
景
気
の
変
化
を

描
く
日
本

文
学
は
、
倫
理
的
な
次
元
か
ら
掘
り
下
げ
ら
れ
る
と
い
う

S
F

可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
今
、
心
臓
移
植
や
脳
死
な
ど
、
日
々
進
歩
し
て

い
る
技
術
に
倫
理
面
で
の
議
論
が
遅
れ
て
い
る
場
合
多
く
、

文
学
を

S
F

倫
理
的
な
角
度
か
ら
議
論
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
未
来
に
備
え
る
ケ

ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
だ
と
言
え
よ
う
。

科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
日
本

文
学
は
さ
ら
な
る
発
展

S
F

を
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
倫
理
身
分
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

て
、
登
場
人
物
の
行
動
を
理
解
す
る
従
来
の
研
究
方
法
は
、
文
学
作
品
を

研
究
す
る
際
に
、
や
は
り
有
効
的
な
手
段
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の

遺
伝
子
技
術
、
人
工
知
能
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

（H
M

I

）
、
認
知
神
経
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
携
帯
端
末
、

量
子
通
信
な
ど
の
要
素
が
、
文
学
作
品
お
よ
び
そ
の
創
作
の
重
要
な
一
部

に
な
る
に
つ
れ
、
登
場
人
物
だ
け
で
な
く
、
作
者
・
読
者
の
身
分
ま
で
曖

昧
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
著
し
い
。
そ
の
た
め
、
科
学
に
基
づ

く
学
際
的
研
究
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
伴
い
、「
人
と
は
何
か
」「
作

A
I

者
と
は
何
か
」
「
読
者
と
は
何
か
」
な
ど
、
一
連
の
問
題
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
中
国
の
学
術
研
究
界
で
は
、
文
学
倫
理
学

批
評
の
チ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
研

究
実
践
を
進
め
て
い
る
。
上
述
の
諸
問
題
は
人
類
共
通
の
問
題
で
も
あ
る

た
め
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
、
よ
り
多
く
の
日
本
人
学
者
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
光
栄
で
あ
る
。

【
注
記
】

「
倫
理
批
評
」
と
「
文
学
倫
理
学
批
評
」
と
の
区
別
は
、
詳
細
はY

ang
G

exin,From

1Ethical
C

riticism
to

Ethical
Literary

C
riticism

:
The

D
ilem

m
a

and
W

ay

ー

O
ut

of
Am

erican
Ethical

Criticism
,

Journal
of

Shanghai
N

orm
al

U
niversity

(Philosophy
&

SocialSciences
Edition ),vol.48,no.1,2019,pp.

-

を
参
照
。

50
57

「
倫
理
選
択
」
は
二
つ
の
意
味
を
持
ち
、
中
国
語
で
は
す
べ
て
「
倫
理
選
択
」
と
呼

2
ば
れ
て
い
る
（
英
語
で
は
「ethicalselection

」
と
「ethicalchoice

」
で
あ
る
）。「ethical

selection

」
は
「natural

selection

」
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
り
、
類
人
猿
が
人
の
形

を
獲
得
し
た
後
に
経
験
し
、
人
間
の
本
質
を
獲
得
す
る
た
め
の
選
択
の
全
段
階
を
指

す
。
社
会
で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
、
倫
理
選
択
の
段
階
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
会
の
面
で
言
う
と
、
新
し
い
種
と
し
て
獣
類
か
ら
独
立
し
た
人
類
は
蒙
昧
の
段
階
、

つ
ま
り
倫
理
選
択
の
段
階
に
入
る
。
人
類
の
面
で
言
う
と
、
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死

ぬ
ま
で
、
命
の
各
段
階
は
倫
理
的
選
択
（ethical

selection

）
過
程
で
あ
り
、
こ
の
過

程
は
無
数
のethical

choices

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
の
理

論
で
は
、
人
類
文
明
は
自
然
選
択
（naturalselection

）
、
倫
理
選
択
（ethicalselection

）
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お
よ
び
科
学
選
択
（scientific

selection

）
の
三
段
階
か
ら
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、Nie

Zhenzhao,Introduction
to

EthicalLiterary
C

riticism
(London:Routledge,2023,

pp.186-93
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
自
然
選
択
」
は
、
猿
か
ら
人
間
へ
と
い
う
形
式
上
の
選
択
で
あ
る
。
人
類
文
明
の

3
発
展
過
程
に
お
い
て
、
人
類
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
問
題
は
、
自
ら
を
獣
か
ら
区

別
し
て
身
分
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
人
類
の
進
化
と
と
も
に
自

然
発
生
し
た
も
の
だ
。

世
紀
の
半
ば
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
生
物
進
化
論
を
唱
え
、
自

19

然
選
択
の
概
念
で
生
物
界
全
体
の
発
生
・
発
展
を
科
学
的
に
説
明
し
て
い
る
。
進
化

論
の
観
点
で
人
類
を
考
察
す
る
と
、
人
類
の
文
明
は
、
人
類
の
自
己
選
択
の
結
果
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
文
明
の
歴
史
で
は
、
人
類
は
す
で
に
自
己
選
択

を
二
回
、
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
猿
か
ら
人
間
へ
と
進
化
す
る
過
程
で
人
類
が
最
初

に
行
っ
た
選
択
、
つ
ま
り
自
然
選
択
は
、
生
物
的
な
選
択
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
選
択

の
最
大
の
意
義
は
、
直
立
歩
行
が
可
能
な
脚
、
道
具
を
扱
う
手
、
科
学
的
に
配
置
さ

れ
た
五
感
や
四
肢
な
ど
、〈
人
間
〉
と
し
て
の
形
を
獲
得
し
た
人
類
は
、
外
形
上
で
獣

と
区
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
選
択
は
、
人
間
が
ど

の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
、
物
質
的
な
意
味
で
の
答
え
を
出
し
た
だ

け
で
あ
り
、
人
間
と
は
何
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
人
間
と
他
の
動
物
と
の
本
質

的
な
区
別
を
根
本
的
に
解
決
し
て
は
い
な
い
。
で
は
、
人
間
は
自
然
選
択
を
終
え
た

後
、
ど
の
よ
う
に
自
分
と
獣
を
根
本
的
に
区
別
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
人

間
の
倫
理
的
選
択
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
人
間
は
初
め
て
、
生
物
的
な
意
味
で
の

自
然
選
択
を
し
た
後
、
二
回
目
の
選
択
す
な
わ
ち
倫
理
選
択
を
経
験
し
た
。
人
類
の

社
会
が
経
験
し
た
〈
自
然
選
択
→
倫
理
選
択
→
科
学
選
択
〉
と
い
う
過
程
は
、
人
類

文
明
の
発
展
の
論
理
で
も
あ
る
。
人
間
の
自
然
選
択
は
、
人
間
が
次
の
段
階
へ
と
進

化
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
く
生
物
学
的
な
選
択
で
あ
る
。
人
間
の
知
性
は
自
然
選
択

に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
が
、
理
性
は
倫
理
選
択
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
。
詳
細
は
、

聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
第
二
八
〇

～
二
八
一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

詳
細
は
、G

ao
X

inm
in

and
Luo

Y
anchao,

“The
Ethical

Turn
of

Personal

4Identity
Research

and
the

Return
of

H
um

an
Life

”(Social
Science

Research,

no.6,2022,pp.127-34 )

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス

·

フ
ァ
ク
タ
ー
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」「
ア
ニ
マ
ル
・

5
フ
ァ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、N

ie
Zhenzhao,

Introduction
to

Ethical
Literary

C
riticism

(London:Routledge,2023,pp.196-199
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
科
学
選
択
」
は
人
類
文
明
が
倫
理
的
選
択
を
経
験
し
た
後
に
経
験
し
た
、
あ
る
い

6
は
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
と
予
想
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。
人
類
文
明
の
発
展
の
過
程
に

お
い
て
、
自
然
選
択
は
〈
人
〉
と
い
う
形
式
の
問
題
を
解
決
し
、
形
式
か
ら
人
を
獣

と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
科
学
選
択
は
、
前
科
学
選
択
の
段
階
と
科
学
選
択
の

段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
前
科
学
選
択
の
段
階
は
、
倫
理
選
択
が
科
学
選
択
に
入
る
前

の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
、
本
格
的
な
科
学
選
択
の
段
階
で
は
な
く
、
倫
理
選

択
の
段
階
か
ら
科
学
選
択
の
段
階
に
入
る
前
、
あ
る
い
は
倫
理
選
択
と
科
学
選
択
が

混
在
し
て
い
る
初
級
段
階
で
あ
る
。
科
学
選
択
は
、
倫
理
選
択
が
完
全
に
終
わ
っ
た

後
の
段
階
で
あ
る
。
前
科
学
選
択
の
段
階
に
関
し
て
は
、
次
の
四
点
が
諸
家
の
関
心

を
寄
せ
て
い
る
。
①
人
が
科
学
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
利
用
す
る
か
、
②
科
学

技
術
と
倫
理
選
択
の
軋
轢
、
④
科
学
が
ど
の
よ
う
に
人
に
影
響
を
与
え
、
人
を
改
造

す
る
か
、
④
科
学
が
ど
の
よ
う
に
人
を
支
配
す
る
存
在
に
な
る
か
、
で
あ
る
。
科
学

選
択
の
段
階
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
四
つ
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
①
技
術
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
科
学
者
を
分
類
す
る
こ
と
、
②
科
学
技
術
が
科
学
者
に
賦
与
す
る
価

値
、
③
科
学
者
と
倫
理
選
択
の
伝
統
、
④
科
学
選
択
の
時
代
の
規
則
、
で
あ
る
。
詳
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細
は
、
聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
第

二
五
一
～
二
五
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

詳
細
は
、Yang

G
exin,

From
Ethical

Selection
to

Scientific
Selection:

The

7Theoretical
Logic

of
Ethical

Literary
C

riticism
, (Interdisciplinary

Studies
of

Literature,vol.6,no.3,2022,p.417 )

を
参
照
さ
れ
た
い
。

詳
細
は
、N

ie
Zhenzhao,

Introduction
to

Ethical
Literary

C
riticism

(London:

8Routledge,2023,p.6
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
倫
理
的
な
人
間
」
に
つ
い
て
は
、N

ie
Zhenzhao

and
W

ang
Songlin

ed.A
Study

9on
the

Theory
ofEthicalLiterary

C
riticism

(Beijing:Peking
U

P,2020,p.18 )

を

参
照
さ
れ
た
い
。

「
科
学
的
な
人
間
」
と
は
、
ク
ロ
ー
ン
人
間
、
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

10
技
術
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
新
し
い
生
命
体
の
こ
と
で
あ
る
。

N
ie

Zhenzhao,Introduction
to

EthicalLiterary
C

riticism
,London:Routledge,

112023,p.195

Y
ang,

G
exin.

From
Ethical

Selection
to

Scientific
Selection:

The
Theoretical

12Logic
of

Ethical
Literary

Criticism
,

Interdisciplinary
Studies

of
Literature,

vol.6,no.3,2022,pp.423

文
学
倫
理
学
批
評
で
の
「
倫
理
」
は
主
に
、
文
学
作
品
中
の
道
徳
的
行
動
に
基
づ
い

13
て
出
来
上
が
っ
た
抽
象
的
な
道
徳
規
範
を
意
味
し
、
道
徳
的
行
動
と
非
道
徳
的
行
動

を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
倫
理
は
抽
象
的
な
道
徳
の
価
値
判

断
お
よ
び
評
価
を
主
と
し
て
お
り
、
一
般
的
に
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
、

か
つ
人
々
が
認
め
て
遵
守
し
て
い
る
集
団
的
・
社
会
的
な
道
徳
規
範
も
し
く
は
基
準

を
指
す
。
倫
理
は
道
徳
に
対
す
る
理
論
的
帰
納
と
要
約
で
あ
り
、
個
人
の
道
徳
を
集

団
化
、
社
会
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
倫
理
は
道
徳
の
抽
象
化
と
理
論
化
で
あ
り
、

集
団
的
・
社
会
的
立
場
お
よ
び
理
性
の
面
か
ら
道
徳
を
要
約
し
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、

人
間
関
係
や
秩
序
へ
の
評
価
に
基
づ
い
て
お
り
、
個
人
の
行
動
の
み
か
、
集
団
的
・

社
会
的
道
徳
に
対
し
て
も
抽
象
的
な
道
徳
的
評
価
を
下
す
。
ま
た
、
倫
理
は
道
徳
的

評
価
の
延
長
で
も
あ
り
、
道
徳
的
評
価
の
理
性
的
認
識
と
抽
象
的
要
約
、
換
言
す
る

と
道
徳
の
理
か
理
論
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
倫
理
は
、
道
徳
哲
学
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
道
徳
原
則
、
道
徳
規
範
、
道
徳
基
準
お
よ
び
集
団
・
社
会
的
道
徳
な
ど

は
、
す
べ
て
倫
理
の
範
疇
に
属
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
徳
そ
の
も
の
は
倫
理
と
異

な
る
。
道
徳
は
善
そ
の
も
の
で
悪
と
反
対
な
概
念
で
あ
り
、
我
々
が
普
段
、
道
徳
と

呼
ん
で
い
る
も
の
か
ら
は
悪
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
が
善
を
捨
て
て

悪
に
走
る
と
き
、
た
ち
ま
ち
不
道
徳
あ
る
い
は
非
倫
理
的
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、

倫
理
は
善
と
悪
の
両
方
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
善
悪
を
区
別
す
る
こ
と
で
勧
善

懲
悪
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。
要
す
る
に
、
倫
理
と
は
、
善
悪
に
対
す
る
人

間
の
価
値
判
断
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
倫
理
が
道
徳
と
異
な
る
の
も
こ
の
理
由
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
論
文
は
、2

0
21

-
2
02

2

年
度
中
国
浙
江
省
高
校
重
大
人
文
社
科
攻
关
計
画
項
目
「
文

学
倫
理
学
批
評
の
学
際
的
な
言
説
シ
ス
テ
ム
構
築

―
脳
テ
ク
ス
ト
理
論
に
基
づ
く
」

（2023Q
N

071

）
、
中
国
国
家
社
科
基
金
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
当
代
西
方
倫
理
批
評
文

献
の
整
理
・
翻
訳
・
研
究
」（19ZD

A
292

）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』（
北
京

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
英
文
、

中
国
語
文
献
の
翻
訳
は
、
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。

（
中
国
・
浙
江
大
学
外
国
語
学
院
副
研
究
員
）


